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今回の定例会今回の定例会

３月

６月

12月

９月

土庄町議会　で検索
（町ホームページ／土庄町議会）

～ 病魔退散！ 無病息災！！ ～

令

和３
年　11

月５日発行　

９月定例会を開催しました

委員会の活動報告

一般質問（７人の議員が町政を問う）

まちの元気印（藤田智光さん）
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令
和
３
年
　
土
庄
町
議
会

９
月
定
例
会
議
案

審
議

　
９
月
定
例
会
は
９
月
10
日
に
開
会
し
、
９
月
15
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
３

件
、
条
例
５
件
、
そ
の
他
３
件
、
人
事
案
件
１
件
が
提
出
さ
れ
、
人
事
案
件
及
び
そ
の

他
１
件
を
除
く
議
案
は
委
員
会
付
託
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
の
上
、
継

続
審
査
と
し
ま
し
た
。ま
た
、議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
１
件
を
可
決
、１
件
を
否
決
し
、

請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

コロナ対策などの補正予算を可決

～主な補正予算の内容～

1億
7196
万円

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
討
論

　
　
　
福
本
耕
太
議
員

　唐
櫃
の
浮
桟
橋
設
置
に

反
対
。
地
元
漁
協
の
要
望

も
な
く
、
協
議
も
な
い
。

住
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な

い
。
ま
た
、レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
で
来
る
観
光
客
の
コ
ロ

ナ
感
染
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

な
い
。
豊
島
住
民
の
健
康

と
命
を
守
る
た
め
に
反
対

す
る
。

　
　
　
三
木
議
員

　本
議
案
は
総
務
建
設
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

唐
櫃
の
浮
桟
橋
設
置
に
つ

い
て
は
利
便
性
の
向
上
、

安
全
の
確
保
、
ま
た
今
後

の
地
元
の
要
望
に
も
対
応

可
能
と
の
説
明
を
受
け
、

審
査
の
結
果
、
承
認
と
決

し
た
の
で
賛
成
す
る
。

反
対

賛
成

　
　
　
鈴
木
議
員

　各
地
区
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
要
望
が
出
て
い
て
も
、

予
算
の
関
係
等
で
先
送
り

に
さ
れ
て
い
る
中
、
唐
櫃

の
浮
桟
橋
設
置
は
要
望
も

出
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍

の
今
、
必
要
不
可
欠
な
事

業
で
は
な
い
と
考
え
る
の

で
反
対
す
る
。

　
　
　
茂
木
議
員

　唐
櫃
の
浮
桟
橋
設
置
に

つ
い
て
は
、
有
効
な
活
用

方
法
な
ど
、
地
元
と
十
分

に
協
議
す
る
余
地
が
あ
る

と
思
う
が
、
予
算
案
に
は

賛
成
す
る
。

反
対

賛
成

１万３千円分のプレミアム付商品
券を１万円で１万２９００冊発行
１万３千円分のプレミアム付商品
券を１万円で１万２９００冊発行

603
万円

1909
万円

庁舎内の光触媒コーティング処理、
飛沫感染防止パネルの設置
庁舎内の光触媒コーティング処理、
飛沫感染防止パネルの設置

1528
万円

唐櫃漁港に、ビジターボート用の
浮桟橋を設置する費用
唐櫃漁港に、ビジターボート用の
浮桟橋を設置する費用

ワクチン接種を継続して行うため
の費用
ワクチン接種を継続して行うため
の費用

※

以
下
、
特
に
注
釈
等
の

な
い
場
合
「
コ
ロ
ナ
」
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
を
指
し
ま
す
。

令和3年度一般会計補正予算（第2号） 2億5768万4千円の増額

総額 １０１億２４８３万５千円

関連ページ▶6P関連ページ▶6P

関連ページ▶3P関連ページ▶3P

コロナ
対策

コロナ
対策

コロナ
対策

皇踏山展望台でハイキング

ドライブレコーダー設置費用を補助

付
託
審
査
で
の

主
な
質
疑

観
光
と
ア
ウ
ト
ド
ア

《
濵
野
》
観
光
と
ア
ウ
ト
ド

ア
を
ど
の
よ
う
な
計
画
で
進

め
て
い
く
の
か
。

《
商
工
観
光
課
》
小
団
体
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
小
豆
島
の

自
然
を
使
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
、
誘
客

を
図
り
た
い
。

ご
み
袋
等
の
金
額
改
定

《
茂
木
》
値
上
げ
に
関
す
る

住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

《
住
民
環
境
課
》
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
丁
寧
に
周

知
し
、
11
月
か
ら
の
値
上
げ

を
考
え
て
い
る
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置

促
進
事
業

《
茂
木
》
周
知
方
法
は
。

《
住
民
環
境
課
》
マ
ス
コ
ミ

に
よ
る
広
報
の
ほ
か
、
自
動

車
整
備
工
場
等
に
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

唐
櫃
漁
港
へ
浮
桟
橋
設
置

《
鈴
木
》
唐
櫃
か
ら
の
要
望

は
。

《
農
林
水
産
課
》
自
治
会
、

漁
協
か
ら
の
要
望
は
な
い
。

町
と
し
て
危
険
な
部
分
を
改

善
す
る
た
め
の
、
管
理
上
の

提
案
だ
。

《
三
木
》
地
元
と
協
議
し
、

変
更
で
き
る
部
分
は
あ
る

か
。

《
農
林
水
産
課
》
漁
協
等
か

ら
、
漁
業
組
合
施
設
と
し
て

利
用
要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討

し
た
い
。

《
鈴
木
》
年
間
の
係
船
件
数

は
。

《
農
林
水
産
課
》
平
成
28
年

の
85
件
が
最
も
多
く
、
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
18
件

だ
っ
た
。

《
岡
野
》
今
ま
で
港
湾
内
で

の
事
故
や
漁
協
に
迷
惑
を
か

け
た
事
例
は
あ
る
か
。ま
た
、

違
反
に
対
す
る
罰
則
等
は
。

《
農
林
水
産
課
》
現
在
の
と

こ
ろ
、事
故
の
報
告
は
な
い
。

以
前
、
申
請
が
必
要
と
知
ら

ず
に
係
船
し
、
漁
協
と
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
た
。
罰
則
は
な

い
。

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家

賠
償
法
の
制
定
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請

願《
濵
野
》
遺
族
や
生
存
者
の

数
は
。
ま
た
、
当
事
者
か
ら

賠
償
を
求
め
る
具
体
的
な
動

き
は
あ
る
の
か
。

《
福
本
耕
太
》
数
は
団
体
に
確

認
し
て
ほ
し
い
。
動
き
に
つ

い
て
は
、
国
に
対
し
て
こ
れ

ま
で
に
48
回
、
請
願
書
を
提

出
し
て
い
る
。

《
三
木
》
犠
牲
者
や
関
係
者

を
探
し
だ
す
手
立
て
は
。

《
福
本
耕
太
》
資
料
が
大
量
に

残
っ
て
い
る
の
で
、
正
確
に

分
か
る
場
合
も
あ
る
。

◆
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
な
ど
を
含
む
地
域
の
土
砂
を

　
　基
地
建
設
の
埋
め
立
て
等
に
使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

《
三
木
》
沖
縄
防
衛
局
か
ら
県
へ
の
変
更
承
認
申
請
の
許
可
及
び
全
体
的
な
状
況
は
。

《
鈴
木
》
国
の
姿
勢
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
、
県
の
動
向
な
ど
細
か
い
こ
と
は
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
。

《
井
上
》
現
在
、
土
砂
採
取
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
遺
骨
は
出
て
い
る
の
か
。

《
鈴
木
》
採
取
は
さ
れ
て
い
な
い
。
遺
骨
は
沖
縄
南
部
の
い
た
る
所
で
出
て
い
る
。

《
茂
木
》
同
様
の
意
見
書
は
、
全
国
で
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
戦
没

者
遺
骨
収
集
推
進
法
に
つ
い
て
、
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。

《
鈴
木
》
６
月
現
在
、
13
市
町
村
で
提
出
、
う
ち
５
つ
の
議
会
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。

法
律
論
よ
り
、
遺
骨
が
出
て
い
る
所
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
自
体
が
問
題
だ
。

否
決

質　疑
　
人
道
的
に
問
題
が
あ
る
が
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
遺
骨
の
混
入
し
た
土
砂
を
使
う

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
も
う
少
し
事
実
関
係
や

動
き
を
見
る
べ
き
だ
。

討　論要　旨

反
対

賛
成

福
本
達
雄
議
員

　
今
も
親
や
兄
弟
の
遺
骨
を
探
し
求
め
て
い
る
人
が
お
り
、
遺
骨
が
眠
る
沖
縄
南

部
か
ら
の
土
砂
調
達
は
、戦
没
者
へ
の
冒
と
く
で
あ
り
、人
道
的
に
は
許
さ
れ
な
い
。

ま
た
業
者
は
土
砂
を
重
機
で
掘
り
起
こ
す
た
め
、
土
砂
と
遺
骨
を
目
視
で
判
別
で

き
る
保
証
は
な
い
。
土
砂
採
掘
計
画
撤
回
と
遺
骨
収
集
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

福
本
耕
太
議
員

　
事
実
認
定
の
点
な
ど
払
拭
す
べ
き
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
賛
成
す
る
。

反
対

賛
成
茂
木
議
員

　
趣
旨
及
び
心
情
は
理
解
で
き
る
が
、
事
実
確
認
が
で
き
て
お
ら
ず
、
現
状
で
採

決
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

濵
野
議
員

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

　
　
　
　
　
　
　地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
各
関
係
大
臣

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
、
甚
大
な
経
済
的
・
社
会
的
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
地
方
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
国
に
お
い

て
は
、
令
和
４
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
て
、
十
分
な
地

方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
固
定
資
産
税
等
に
係
る
特
例
措
置
、
税
源
配
分
な
ど
、

地
方
税
財
源
の
充
実
を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

可
決
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皇踏山展望台でハイキング

ドライブレコーダー設置費用を補助
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光
と
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ト
ド
ア
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濵
野
》
観
光
と
ア
ウ
ト
ド

ア
を
ど
の
よ
う
な
計
画
で
進

め
て
い
く
の
か
。

《
商
工
観
光
課
》
小
団
体
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
小
豆
島
の

自
然
を
使
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
、
誘
客

を
図
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た
い
。

ご
み
袋
等
の
金
額
改
定

《
茂
木
》
値
上
げ
に
関
す
る
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民
へ
の
周
知
方
法
は
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《
住
民
環
境
課
》
広
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や

ホ
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ム
ペ
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ジ
で
丁
寧
に
周

知
し
、
11
月
か
ら
の
値
上
げ

を
考
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て
い
る
。

ド
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コ
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ダ
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進
事
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《
茂
木
》
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知
方
法
は
。

《
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環
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》
マ
ス
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に
よ
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の
ほ
か
、
自
動

車
整
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等
に
チ
ラ
シ
を
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す
る
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で
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る
。
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《
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木
》
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か
ら
の
要
望

は
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《
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水
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課
》
自
治
会
、

漁
協
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ら
の
要
望
は
な
い
。

町
と
し
て
危
険
な
部
分
を
改

善
す
る
た
め
の
、
管
理
上
の

提
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だ
。

《
三
木
》
地
元
と
協
議
し
、

変
更
で
き
る
部
分
は
あ
る

か
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水
産
課
》
漁
協
等
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、
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要
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、
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と

こ
ろ
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の
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な
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以
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、
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必
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と
知
ら

ず
に
係
船
し
、
漁
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と
ト
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ブ
ル
が
あ
っ
た
。
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は
な
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。
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安
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持
法
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者
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法
の
制
定
を
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め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請

願《
濵
野
》
遺
族
や
生
存
者
の

数
は
。
ま
た
、
当
事
者
か
ら

賠
償
を
求
め
る
具
体
的
な
動

き
は
あ
る
の
か
。

《
福
本
耕
太
》
数
は
団
体
に
確

認
し
て
ほ
し
い
。
動
き
に
つ

い
て
は
、
国
に
対
し
て
こ
れ

ま
で
に
48
回
、
請
願
書
を
提

出
し
て
い
る
。

《
三
木
》
犠
牲
者
や
関
係
者

を
探
し
だ
す
手
立
て
は
。

《
福
本
耕
太
》
資
料
が
大
量
に

残
っ
て
い
る
の
で
、
正
確
に

分
か
る
場
合
も
あ
る
。

◆
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
な
ど
を
含
む
地
域
の
土
砂
を

　
　基
地
建
設
の
埋
め
立
て
等
に
使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

《
三
木
》
沖
縄
防
衛
局
か
ら
県
へ
の
変
更
承
認
申
請
の
許
可
及
び
全
体
的
な
状
況
は
。

《
鈴
木
》
国
の
姿
勢
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
、
県
の
動
向
な
ど
細
か
い
こ
と
は
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
。

《
井
上
》
現
在
、
土
砂
採
取
は
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
遺
骨
は
出
て
い
る
の
か
。

《
鈴
木
》
採
取
は
さ
れ
て
い
な
い
。
遺
骨
は
沖
縄
南
部
の
い
た
る
所
で
出
て
い
る
。

《
茂
木
》
同
様
の
意
見
書
は
、
全
国
で
ど
の
く
ら
い
出
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
戦
没

者
遺
骨
収
集
推
進
法
に
つ
い
て
、
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
。

《
鈴
木
》
６
月
現
在
、
13
市
町
村
で
提
出
、
う
ち
５
つ
の
議
会
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。

法
律
論
よ
り
、
遺
骨
が
出
て
い
る
所
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
自
体
が
問
題
だ
。

否
決

質　疑
　
人
道
的
に
問
題
が
あ
る
が
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
遺
骨
の
混
入
し
た
土
砂
を
使
う

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
も
う
少
し
事
実
関
係
や

動
き
を
見
る
べ
き
だ
。

討　論要　旨

反
対

賛
成

福
本
達
雄
議
員

　
今
も
親
や
兄
弟
の
遺
骨
を
探
し
求
め
て
い
る
人
が
お
り
、
遺
骨
が
眠
る
沖
縄
南

部
か
ら
の
土
砂
調
達
は
、戦
没
者
へ
の
冒
と
く
で
あ
り
、人
道
的
に
は
許
さ
れ
な
い
。

ま
た
業
者
は
土
砂
を
重
機
で
掘
り
起
こ
す
た
め
、
土
砂
と
遺
骨
を
目
視
で
判
別
で

き
る
保
証
は
な
い
。
土
砂
採
掘
計
画
撤
回
と
遺
骨
収
集
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

福
本
耕
太
議
員

　
事
実
認
定
の
点
な
ど
払
拭
す
べ
き
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
賛
成
す
る
。

反
対

賛
成
茂
木
議
員

　
趣
旨
及
び
心
情
は
理
解
で
き
る
が
、
事
実
確
認
が
で
き
て
お
ら
ず
、
現
状
で
採

決
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

濵
野
議
員

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

　
　
　
　
　
　
　地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
各
関
係
大
臣

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
、
甚
大
な
経
済
的
・
社
会
的
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
地
方
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
国
に
お
い

て
は
、
令
和
４
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
て
、
十
分
な
地

方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
固
定
資
産
税
等
に
係
る
特
例
措
置
、
税
源
配
分
な
ど
、

地
方
税
財
源
の
充
実
を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

可
決
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９月定例会の審議結果と賛否●賛否の分かれた議案

●全会一致で可決した議案

議　案　等

令和３年度土庄町一般会計補正予算（第２号）
（補正額2億5,768万4千円を追加し、総額101億2,483万5千円とする）
沖縄戦戦没者の遺骨などを含む地域の土砂を基地建設
の埋め立て等に使用しないよう求める意見書
（国に対して意見書を提出するもの）

可
決

P2
P3 ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ -

否
決 P3 ◯ ◯ ● ● ● ● ● ◯ ● ● ● -

「治安維持法犠牲者国家賠償法の制定を求める意見書」
の提出を求める請願
（国に対して意見書の提出を求めるもの）

不
採
択

P4 ● ◯ ● ● ● ● ● ◯ ● ● ● -

議
決
結
果

関
連
ペ
ー
ジ

茂
木
邦
夫

鈴
木
美
香

福
本
達
雄

三
木
俊
明

岡
野
能
之

岡
本
経
治

濵
野
良
一

福
本
耕
太

川
本
貴
也

井
上
正
清

木
場
隆
司

髙
橋
正
博

◯：賛成　 ●：反対　 欠：欠席　 -：議長（議長は採決に加わりません）

◯令和３年度補正予算
国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
（29万2千円を増額し、総額20億3,121万9千円とする）

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
（5,441万8千円を増額し、総額21億1,217万7千円とする） 可決可決

◯令和２年度決算の認定
一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の認定
（監査委員の意見を付けて議会の認定に付するもの）

継続
審査

◯条　例
過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例
（法の施行に伴い、固定資産税の課税免除等を実施するもの） 可決 過疎地域における町税の特別措置条例の失効に伴う経過措置

を定める条例（条例の失効に伴い、特別措置の経過措置を定めるもの） 可決

◯条例の一部改正
個人情報保護条例の一部改正
（法改正に伴い、条例の引用箇所の条ずれ等に対応するもの） 可決 斎場の設置及び管理に関する条例の一部改正

（豊島斎場の閉鎖によるもの） 可決

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
（町指定ごみ袋等の金額改定によるもの） 可決

◯その他
過疎地域持続的発展計画
（法の制定に伴い、計画を策定するもの） 可決 伝法川防災溜池事業組合規約の一部変更

（庁舎移転に係る事務所の位置変更に伴い、規約の一部を改正するもの）可決

◯人　事
固定資産評価審査委員会委員の選任
（任期満了に伴い、引き続き任命：森公士氏） 同意

◯議員発議

財産の処分（王子前埋立分譲地を処分するもの
売却相手方数：1名、売却価格1,200万円） 可決

決算特別委員会の設置
（町の財政構造、行政効果の達成状況等を専門的に審査するもの） 可決 決算特別委員会委員の選任

（委員7名を選任：関連ページ5P） 選任

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書（国に対して意見書を提出するもの：関連ページ３P）

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
（
仮
名
）

の
制
定
を
支
持
し
、
政
府
並
び
に
関
係
機
関
に

対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
。

不
採
択

趣 旨 請
願
者
　治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

　
　
　
　香
川
県
本
部

　
　
　
　会
長
　太
田
展
生

紹
介
議
員
　福
本
耕
太
　鈴
木
美
香

本会議での討論

　請
願
の
採
択
は
、
願
意
の
妥
当
性
、
実
現
の
可

能
性
、
町
村
、
議
会
の
権
限
事
項
で
あ
る
か
等
が

判
断
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
家
に

よ
る
賠
償
に
関
す
る
こ
と
で
、
国
に
対
し
て
も
要

請
が
多
数
出
て
い
る
が
、審
議
さ
れ
て
い
な
い
中
、

地
方
議
会
が
判
断
す
る
範
疇
を
超
え
て
い
る
。

反
対
濵
野
議
員

賛
成　治

安
維
持
法
は
破
滅
的
な
戦
争
へ
導
い
た
悪

法
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
も
、
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
や
家
族
に
謝
罪

と
賠
償
を
す
べ
き
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日

本
国
民
で
あ
り
、
地
方
だ
か
ら
関
係
が
な
い
こ

と
は
な
い
。 鈴

木
議
員

　請
願
の
趣
旨
内
容
に
は
賛
成
だ
が
、
事
実
確

認
な
ど
議
会
の
中
で
の
議
論
が
不
十
分
で
あ
る
。

賛
成

茂
木
議
員

　治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
に
対
し
、
日
本
政
府

は
こ
れ
ま
で
、
謝
罪
や
補
償
、
名
誉
回
復
の
措

置
を
一
切
行
っ
て
い
な
い
。
平
和
と
民
主
主
義

の
実
現
の
た
め
に
闘
っ
て
き
た
人
々
が
被
っ
た

弾
圧
と
抑
圧
の
犠
牲
に
対
し
、
国
は
真
摯
な
謝

罪
と
賠
償
を
す
み
や
か
に
行
う
べ
き
だ
。

福
本
耕
太
議
員

反
対

の
ぶ
お

可決

とのしょうとのしょう議会だより議会だより No.86
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◆
監
査
委
員
の
意
見

○
一
般
会
計

　
歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
は
昨
年
に
引
き
続
き
減
少
し

た
が
、
一
部
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
町
税
以
外
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

取
り
組
み
が
功
を
奏
し
大
幅
な
収
入
増
と
な
っ
た
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
町
税
の
安
定
的
な
確
保
が
難
し
い

中
、
町
有
財
産
の
活
用
や
事
業
の
工
夫
に
よ
り
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
緊
急
支
援
策
の
支
出

が
増
大
し
た
。
地
域
経
済
や
住
民
生
活
に
与
え
る
影
響

を
見
極
め
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
効
果
的
な
支
援
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
得
る
弾
力
的
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

○
特
別
会
計

　
港
湾
事
業
特
別
会
計
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
赤

字
解
消
に
至
ら
な
か
っ
た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
入
居

者
の
確
保
等
に
よ
り
、
赤
字
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
は
、
王
子
前
分
譲
地
の
売

却
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
お
り
、
引
き

続
き
早
期
売
却
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、
使
用
料
の
単
価

改
正
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
に
着
手
し
た
こ
と
を
評

価
す
る
。

　
一
般
会
計
、
各
特
別
会

計
の
令
和
２
年
度
決
算
が

ま
と
ま
り
、
監
査
委
員
の

意
見
を
添
え
て
提
出
さ
れ

た
。
決
算
認
定
に
つ
い
て

は
、
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
閉
会
中
に
継
続

審
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

委
員
長
　
　
福
本
　
達
雄

副
委
員
長
　
鈴
木
　
美
香

委
　
員
　
　
茂
木
　
邦
夫

　
　
　
　
　
三
木
　
俊
明

　
　
　
　
　
濵
野
　
良
一

　
　
　
　
　
福
本
　
耕
太

　
　
　
　
　
髙
橋
　
正
博

◆
議
員
の
辞
職
に
つ
い
て

　
岡
野
能
之
議
員
か
ら
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
議
員
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
、
９
月
30
日
付
で
議
長
に
お
い
て
許

可
し
ま
し
た
。

◆
総
務
建
設
常
任
委
員
長
の
選
任

　
総
務
建
設
常
任
委
員
長
が
欠
員
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
正
副
委
員
長
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　
・
総
務
建
設
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
　
三
木
　
俊
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
濵
野
　
良
一

議
会
の
動
き

　
令
和
３
年
７
月
22
日
〜
10
月
21
日

27
日
　
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

30
日
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

25
日
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

27
日
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
９
月
定
例
会
本
会
議

10
日
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　　　　
　
　
９
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

27
日

　　　
小
豆
島
中
央
病
院
企
業
団
議
会
定
例
会

29
日
　
小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

４
日
　
決
算
特
別
委
員
会

５
日
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

７
日
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

11
日
　
決
算
特
別
委
員
会

10月 ９月 ７月

議会活性化特別委員会
　これまでの検討事項のうち、対応が終了した項目の整理と今年度の取り組みについて協議
を行いました。
　＜提案項目＞
　・議会報告会の開催
　・インターネットによる議会中継・録画配信
　・災害時における議会対応マニュアルの作成
　＜令和 3 年度の取り組み事項＞
　・提案のあった項目を盛り込んだ議会基本条例の制定
　・インターネット配信については、今年度末までに方向性を決定

15
日

委員会の活動報告

⎩⎨⎧ ⎩⎨⎧⎩⎨⎧

7月30日開催

８月
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【 健康福祉課 】
新型コロナワクチンの

接種状況

問

答

８月１５日までに、６５歳以上の方に
ついては、約４９００人（８２％）、５０歳
以上６４歳以下の方については、約２
８００人が２回接種を完了している。
　１２歳以上４９歳以下の方につい
ては、８月１２日から全対象者からの
予約受付を行っている。
８月１６日から９月２６日までの間
で、小豆郡全体では集団接種と個
別接種を合わせて１万１５６０回分（５
７８０人分）の予約枠を確保できてい
る。希望者へのワクチン接種につい
て、１０月末ごろまでには、ほぼ完了
できると見込んでいる。
また、小豆島中央病院のコロナ確
保病床数は２４床あり、最大で１５人
が入院していた時期もあったが、現
在のところ、入院が必要な方が入院
できないということにはなっていな
い。

【福本達雄】集団接種会場で
接種券を忘れた場合の対応
は。
２回目に持ってきてもらうか、
紛失の場合は再発行して、そ
の場では受けられるようにして
いる。

問

答 まだ国から方針が示されて
いない。

【 生涯学習課 】
総合福祉会館の運用

問

答

総合福祉会館に入っていた社会
福祉協議会が8月末に中央公民館
へ移転し、10月以降に商工会が福
祉会館に移転する予定である。建
物の一部を商工会へ貸し付ける。
利用団体へは、同様の設備を備

えた中央公民館または渕崎公民館
等を代替施設とすることの説明を十
分に行い、活動に迷惑がかからない
ようにしたい。

【茂木】商工会へ貸し付ける
ことになった経緯は。
社会福祉協議会にとって、

中央公民館のほうが、高齢者
や一般の方に使いやすい施設
であると考えた。また、商工会
の移転先として、セキュリティ
面などを勘案して、空いた総合
福祉会館を貸し付けることに
なった。

問

答

【茂木】貸付は無料か。

月額約１５万円の予定。

問

答

【福本耕太】利用団体には、い
つ話をしたのか。

【川本】不燃ごみの直接搬入
の料金設定について、単位は
変わったが、値上げ幅は変わ
っていない。元の金額と今回
提案の金額の中間の額など、
もう少し段階を踏むべきだ。

２月中旬に運営委員及び約
２５団体に説明した。

【 教育総務課 】
教育基本大綱の改正

問

答

平成２６年の法改正に基づいて策
定し、必要に応じて改正を行ってい
る。
大綱の基本的な考え方は、学校

や家庭だけではなく、地域全体で、
未来を担う子供たちを育てていくと
いう考え方である。大綱の下に教育
方針があり、大綱については変更が
ない限り改正はしないが、教育方針
は毎年更新する。

【茂木】教育方針の改正箇所
は。
大筋は変わらないが、地域

との連携を方針の中に盛り込
んでいきたい。

【 住民環境課 】
一般廃棄物最終処分場及
び汚泥再生処理センター

問

答

【川本】この処分場問題につ
いては時間がかかるが、その
間の対応は。
島外搬出に頼らざるを得な

い。処分場建設に関しては、地
元との協議を進めたい。

意

委員会の
８月27日開催 教育民生常任委員会

【岡本】１２歳未満の接種は。

建設候補地の案、2カ所のうち、1
カ所目は灘山地区の町境の付近
で、概算建設費は約27億円。2カ所
目は、御影浄苑に併設するもので、
概算建設費は約20億円。
また、現在、島外搬出している不
燃物の昨年度の実績は、破砕ごみ
約225ｔ、焼却灰約226ｔを搬出し、
輸送・処分費は約2千万円であっ
た。汚泥再生処理センターについて
は、地元自治会等との契約延長交
渉により、令和3年3月末から10年
の延長となった。令和5年度から6年
度に改良工事を実施する予定であ
る。

【 住民環境課 】
ごみ取扱手数料の変更
前回の委員会での指摘を踏まえ、
不燃ごみの直接搬入料金の改定に
ついて、軽トラック1台単位から10㎏
単位とした。ごみ袋については、可燃
袋は消費税分、不燃袋は約2倍の金
額に値上げする。減量化のためのご
みの手選別、破砕にも経費がかかっ
ており、必要なことだと考えている。

【茂木】保育園に入る前の子
どもの子育て支援や、生徒に
対するLGBTにも力を入れる
べきだ。

意

８月25日開催

活動報告
総務建設常任委員会

【 税務課 】
コロナに係る町税等
徴収猶予・減免

問

答

　徴収猶予については、コロナの影
響により、前年に比べて収入が20％
減少している方などを対象とした特
例がある。特例対象の税目のうち、
町県民税、法人町民税、固定資産
税、軽自動車税、入湯税、国民健康
保険税について、25件（3284万5
千円）が適用を受けた。
　また、固定資産税、国保税、介護
保険料、後期高齢者医療保険料に
おいて、コロナの影響による収入減
少を要件として、申請により減額、免
除を実施した。
　入湯税は、コロナの影響で観光客
が激減したことにより、令和2年度と
令和元年度の比較で約67％減少し
た。

【三木】町税全体では前年度
と比較して、いくら減少して
いるか。
町税で５４６５万５千円、国保
税等を含めると５９９０万円の
減少である。

【 企画財政課 】
過疎地域持続的発展計画

問

答

「過疎地域自立促進特別措置
法」が令和３年３月末で期限を迎え
たことにより、新たに「過疎地域の持
続的発展の支援に関する特別措置
法」が制定され、これに基づいて、土
庄町の過疎地域持続的発展計画を
策定した。
策定により、過疎債の活用や国庫
補助率のかさ上げなど国からの財
政支援措置を受けられる。

【鈴木】計画の効果検証は。

【三木】前回、混乱を招いてし
まっているので、混乱のない
ようにやってほしい。

毎年、関係各課より達成状
況を取りまとめ、町のホーム
ページで公表して意見を聴取
し、PDCAサイクルに基づく効
果検証を行う。

【 農林水産課 】
農業集落排水事業

答

使用料の改正について、コロナ禍
で開催できていなかった地元説明
会は、令和3年秋頃の開催予定であ
る。
維持管理費の半分を使用料で賄

えるようにしたいと考えており、国の
基準に沿って算定すると、18％の値
上げとなるが、一気に上げるのでは
なく、2段階に分け、1回目を来年度
より、2回目を1回目の改定後の5年
後と考えている。

【岡野】町負担が続くことを踏
まえ、今後の方向性を早めに
計画してほしい。
施設完成から２７年経ってい

るので、大規模改修の検討時
に事業自体を検討したい。

【 商工観光課 】
プレミアム付商品券事業

問

答

【三木】前回の購入者は把握
できているのか。
商工会からリストをもらい、
漏れがないよう行う。

【 総務課 】
消防団員の確保

全国的に団員数は減少傾向だ
が、土庄町はおおむね安定した団員
数を維持している。今後、準中型免
許の取得費用の公費助成制度を検
討している。また、国から示された団
員の報酬に係る処遇改善について
は、国の財政措置が具体的に示さ
れておらず、財政に継続的な影響が
あるため、まずは報酬の団員個人へ
の直接支給から着手していき、報酬
額等の見直しについては、財政負担
の試算等を行いながら、検討してい
く。

問

答

【濵野】実情にあった報酬の
支払いや事業所への働きか
けが必要ではないか。

事業所への働きかけなど団
員募集について幅広く広報し
ていきたい。報酬についても、
実働体制に応じて検討してい
きたい。

【 建設課 】
沖之島離島架橋事業
今年度の工事施工予定は、令和
3年度予算として事業費4億6300
万円の交付決定を受けている。また、
令和4年度予算として国に事業費5
億5200万円を要望している。2カ年
合計で10億1500万円となり、仮設
桟橋の設置・撤去、仮締切工の設
置・撤去、橋台の建設及び取り付け
部分のブロック製作を想定している。
単年度ごとに工事を発注する予
定だったが、施工上の問題から令和
4年度の債務負担を行い2カ年分の
発注を行いたい。

問

答

【濵野】県内で受注可能な業
者はいくつあるのか。
検討中であり、実績のある
業者を探していく。

意

コロナの影響に対する経済対策
として、土庄町プレミアム付商品券
事業を実施する。発行総額は１億６
７７０万円、プレミアム分は３０％、発
行冊数は、１万２９００冊の予定だ。
地元中小企業用の千円券が６枚、
大型店舗・地元用の千円券が３枚、
飲食店専用の５００円券が８枚、合計
１万３千円分の商品券を１万円で販
売する。一人２セットまでと考えてい
る。
購入対象者は土庄町民で、前年
度のプレミアム付商品券事業で購
入していない方を優先したい。

意
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【 健康福祉課 】
新型コロナワクチンの

接種状況

問

答

８月１５日までに、６５歳以上の方に
ついては、約４９００人（８２％）、５０歳
以上６４歳以下の方については、約２
８００人が２回接種を完了している。
　１２歳以上４９歳以下の方につい
ては、８月１２日から全対象者からの
予約受付を行っている。
８月１６日から９月２６日までの間
で、小豆郡全体では集団接種と個
別接種を合わせて１万１５６０回分（５
７８０人分）の予約枠を確保できてい
る。希望者へのワクチン接種につい
て、１０月末ごろまでには、ほぼ完了
できると見込んでいる。
また、小豆島中央病院のコロナ確
保病床数は２４床あり、最大で１５人
が入院していた時期もあったが、現
在のところ、入院が必要な方が入院
できないということにはなっていな
い。

【福本達雄】集団接種会場で
接種券を忘れた場合の対応
は。
２回目に持ってきてもらうか、
紛失の場合は再発行して、そ
の場では受けられるようにして
いる。

問

答 まだ国から方針が示されて
いない。

【 生涯学習課 】
総合福祉会館の運用

問

答

総合福祉会館に入っていた社会
福祉協議会が8月末に中央公民館
へ移転し、10月以降に商工会が福
祉会館に移転する予定である。建
物の一部を商工会へ貸し付ける。
利用団体へは、同様の設備を備

えた中央公民館または渕崎公民館
等を代替施設とすることの説明を十
分に行い、活動に迷惑がかからない
ようにしたい。

【茂木】商工会へ貸し付ける
ことになった経緯は。
社会福祉協議会にとって、

中央公民館のほうが、高齢者
や一般の方に使いやすい施設
であると考えた。また、商工会
の移転先として、セキュリティ
面などを勘案して、空いた総合
福祉会館を貸し付けることに
なった。

問

答

【茂木】貸付は無料か。

月額約１５万円の予定。

問

答

【福本耕太】利用団体には、い
つ話をしたのか。

【川本】不燃ごみの直接搬入
の料金設定について、単位は
変わったが、値上げ幅は変わ
っていない。元の金額と今回
提案の金額の中間の額など、
もう少し段階を踏むべきだ。

２月中旬に運営委員及び約
２５団体に説明した。

【 教育総務課 】
教育基本大綱の改正

問

答

平成２６年の法改正に基づいて策
定し、必要に応じて改正を行ってい
る。
大綱の基本的な考え方は、学校

や家庭だけではなく、地域全体で、
未来を担う子供たちを育てていくと
いう考え方である。大綱の下に教育
方針があり、大綱については変更が
ない限り改正はしないが、教育方針
は毎年更新する。

【茂木】教育方針の改正箇所
は。
大筋は変わらないが、地域

との連携を方針の中に盛り込
んでいきたい。

【 住民環境課 】
一般廃棄物最終処分場及
び汚泥再生処理センター

問

答

【川本】この処分場問題につ
いては時間がかかるが、その
間の対応は。
島外搬出に頼らざるを得な

い。処分場建設に関しては、地
元との協議を進めたい。

意

委員会の
８月27日開催 教育民生常任委員会

【岡本】１２歳未満の接種は。

建設候補地の案、2カ所のうち、1
カ所目は灘山地区の町境の付近
で、概算建設費は約27億円。2カ所
目は、御影浄苑に併設するもので、
概算建設費は約20億円。
また、現在、島外搬出している不
燃物の昨年度の実績は、破砕ごみ
約225ｔ、焼却灰約226ｔを搬出し、
輸送・処分費は約2千万円であっ
た。汚泥再生処理センターについて
は、地元自治会等との契約延長交
渉により、令和3年3月末から10年
の延長となった。令和5年度から6年
度に改良工事を実施する予定であ
る。

【 住民環境課 】
ごみ取扱手数料の変更
前回の委員会での指摘を踏まえ、
不燃ごみの直接搬入料金の改定に
ついて、軽トラック1台単位から10㎏
単位とした。ごみ袋については、可燃
袋は消費税分、不燃袋は約2倍の金
額に値上げする。減量化のためのご
みの手選別、破砕にも経費がかかっ
ており、必要なことだと考えている。

【茂木】保育園に入る前の子
どもの子育て支援や、生徒に
対するLGBTにも力を入れる
べきだ。

意
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各
議
員
の
質
問
全
文
は
、
質
問
ペ
ー
ジ
に
あ
る
Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆新たな働き方となる「労働者協同組合」の法制化への対応は
◆自己破産も確定していない町長の立候補は
◆総合福祉会館から福祉団体を追い出すような移転は白紙撤回すべき
◆町としてプラゴミゼロ宣言を

鈴木　美香　・・・　P10
すずき      み    か

◆新庁舎の工事費の増額理由と備品処分の方針は
◆職員や庁舎のコロナ感染防止対策は

岡本　経治　・・・　P9
おかもと    けいじ

◆コロナ感染症対策による町内経済への影響と事業者への支援策は

岡野　能之　・・・　P11
おかの     よしゆき

◆人間ドック助成の拡充施策で疾病の早期発見・早期治療を
◆新たな社会福祉の拠点づくりを
◆不燃ごみ最終処分場計画の経過報告を

三木　俊明　・・・　P12
み　き   としあき

◆コロナ禍における町有施設の使用制限と今後の町の方針は
◆一般廃棄物収集運搬許可の基準は

濵野　良一　・・・　P13
はまの　りょういち

◆三枝邦彦氏の次期町長選挙立候補について、政治資金の動きを問う
◆唐櫃漁港の浮桟橋設置事業は中止すべき
◆まん延防止のあり方は、住民生活への影響が小さくなる方法を考えるべき

福本　耕太　・・・　P14
ふくもと　こうた

◆町長は選挙に向けて公的立場を利用し過ぎでは
◆豊島救急搬送体制と消防団活動の改善を
◆ゼロカーボンシティ宣言と　SDGS　に向けた取り組みを

茂木　邦夫　・・・　P15
もてき    くにお

新議場で行われた初めての一般質問新議場で行われた初めての一般質問

一
般
質
問

庁舎入口で検温・消毒

　
新
庁
舎
建
設
工
事
は
、

当
初
の
概
算
26
億
８
千
万

円
よ
り
１
億
円
の
大
幅
な

増
額
と
な
っ
た
。
町
民
か

ら
も
高
い
と
い
う
声
を
聞

く
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
に
跳
ね
上

が
る
の
か
。
今
年
度
の
町

の
一
般
会
計
予
算
は
、
１

０
０
億
円
以
上
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
や

り
方
で
、
町
長
は
財
政
管

理
し
て
い
け
る
と
思
う

か
。

　
ま
た
、
町
長
は
、
請
負

会
社
と
直
接
交
渉
を
行
っ

た
か
。

　
庁
舎
、
渡
り
廊
下
、
屋

外
階
段
工
事
の
最
終
金
額

は
22
億
５
９
２
２
万
４
千

円
、
浄
化
槽
改
修
工
事
、

車
庫
棟
建
設
、
診
療
所
棟

改
修
工
事
、
外
構
工
事
の

最
終
金
額
は
４
億
９
３
２

７
万
６
千
円
、
総
額
は
27

億
５
２
５
０
万
円
で
あ

る
。

　
原
因
は
よ
く
分
か
ら
な

い
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

あ
っ
た
こ
と
で
高
く
な
っ

た
の
は
、
致
し
方
な
い
と

思
う
。

　
直
接
、
交
渉
に
は
入
っ

て
い
な
い
。

　
旧
庁
舎
で
使
用
し
て
い

た
椅
子
や
机
な
ど
を
住
民

等
に
販
売
し
、
自
主
財
源

の
確
保
に
つ
な
げ
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
ま
ず
は
希
望
の
あ
る
出

先
機
関
等
に
移
動
、
譲
渡

を
検
討
す
る
予
定
で
あ

る
。

 

販
売
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
財
源
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
有
効
な
方
法
の
一
つ

と
し
て
考
え
て
い
き
た

い
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
を
迅
速
か

つ
適
切
に
講
じ
る
た
め
に

も
、
危
機
管
理
を
担
う
町

役
場
の
感
染
対
策
は
重
要

だ
。
庁
舎
、
来
庁
者
、
職

員
へ
の
感
染
対
策
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

　
庁
舎
施
設
に
お
い
て

は
、
24
時
間
換
気
シ
ス
テ

ム
の
稼
働
、
カ
ウ
ン
タ
ー

等
の
消
毒
な
ど
の
基
本
的

対
策
の
ほ
か
、
今
後
は
、

光
触
媒
に
よ
る
抗
菌
・
抗

ウ
イ
ル
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

処
理
、
飛
沫
感
染
防
止
パ

ネ
ル
の
設
置
を
計
画
し
て

い
る
。
来
庁
者
に
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
検
温
、
手

指
消
毒
の
徹
底
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
に
は
、
感

染
等
が
判
明
し
た
後
の
流

れ
や
各
課
の
役
割
分
担
を

明
確
に
示
し
た
「
土
庄
町

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
、
配
布
し

た
。
現
在
は
、
公
務
の
出

張
等
は
全
面
的
に
自
粛
、

私
生
活
の
場
に
お
い
て

も
、
不
要
不
急
の
外
出
や

移
動
自
粛
の
協
力
依
頼
を

し
て
い
る
。

　
先
日
マ
ス
ク
を
配
布
し

て
い
た
が
、
必
要
性
は

あ
っ
た
の
か
。

　
県
よ
り
啓
発
活
動
の
要

請
が
あ
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　
町
長
自
身
が
、
よ
く
数

名
で
外
食
を
し
て
い
る
と

聞
く
が
、
こ
れ
は
事
実

か
。
ま
た
、
複
数
人
と

行
っ
て
申
し
訳
な
い
気
持

ち
は
あ
る
か
。

　
飲
食
店
へ
の
支
援
と
い

う
の
も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
延
長
線
上
の
い
ろ

い
ろ
な
会
議
が
あ
り
、
そ

の
後
、
何
人
か
で
行
っ
た

と
い
う
の
は
事
実
だ
が
、

個
人
的
な
話
な
の
で
、
こ

こ
で
お
話
し
す
る
こ
と
で

な
い
。

　
過
ち
を
認
め
れ
ば
町
民

は
分
か
っ
て
く
れ
る
。
町

民
の
感
情
を
逆
な
で
し
な

い
よ
う
、
今
後
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

一　般　質　問

岡本経治 議員
おか もと けい じ

新庁舎の工事費の増額理由と
備品処分の方針は

問

問

問

問

問

答

総
務
課
長

答

総
務
課
長

答

町
　長

答

町
　長

答

町
　長

答

出
納
室
課
長

職
員
や
庁
舎
の
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
は

意
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各
議
員
の
質
問
全
文
は
、
質
問
ペ
ー
ジ
に
あ
る
Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆新たな働き方となる「労働者協同組合」の法制化への対応は
◆自己破産も確定していない町長の立候補は
◆総合福祉会館から福祉団体を追い出すような移転は白紙撤回すべき
◆町としてプラゴミゼロ宣言を

鈴木　美香　・・・　P10
すずき      み    か

◆新庁舎の工事費の増額理由と備品処分の方針は
◆職員や庁舎のコロナ感染防止対策は

岡本　経治　・・・　P9
おかもと    けいじ

◆コロナ感染症対策による町内経済への影響と事業者への支援策は

岡野　能之　・・・　P11
おかの     よしゆき

◆人間ドック助成の拡充施策で疾病の早期発見・早期治療を
◆新たな社会福祉の拠点づくりを
◆不燃ごみ最終処分場計画の経過報告を

三木　俊明　・・・　P12
み　き   としあき

◆コロナ禍における町有施設の使用制限と今後の町の方針は
◆一般廃棄物収集運搬許可の基準は

濵野　良一　・・・　P13
はまの　りょういち

◆三枝邦彦氏の次期町長選挙立候補について、政治資金の動きを問う
◆唐櫃漁港の浮桟橋設置事業は中止すべき
◆まん延防止のあり方は、住民生活への影響が小さくなる方法を考えるべき

福本　耕太　・・・　P14
ふくもと　こうた

◆町長は選挙に向けて公的立場を利用し過ぎでは
◆豊島救急搬送体制と消防団活動の改善を
◆ゼロカーボンシティ宣言と　SDGS　に向けた取り組みを

茂木　邦夫　・・・　P15
もてき    くにお

新議場で行われた初めての一般質問新議場で行われた初めての一般質問

一
般
質
問

庁舎入口で検温・消毒

　
新
庁
舎
建
設
工
事
は
、

当
初
の
概
算
26
億
８
千
万

円
よ
り
１
億
円
の
大
幅
な

増
額
と
な
っ
た
。
町
民
か

ら
も
高
い
と
い
う
声
を
聞

く
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
に
跳
ね
上

が
る
の
か
。
今
年
度
の
町

の
一
般
会
計
予
算
は
、
１

０
０
億
円
以
上
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
や

り
方
で
、
町
長
は
財
政
管

理
し
て
い
け
る
と
思
う

か
。

　
ま
た
、
町
長
は
、
請
負

会
社
と
直
接
交
渉
を
行
っ

た
か
。

　
庁
舎
、
渡
り
廊
下
、
屋

外
階
段
工
事
の
最
終
金
額

は
22
億
５
９
２
２
万
４
千

円
、
浄
化
槽
改
修
工
事
、

車
庫
棟
建
設
、
診
療
所
棟

改
修
工
事
、
外
構
工
事
の

最
終
金
額
は
４
億
９
３
２

７
万
６
千
円
、
総
額
は
27

億
５
２
５
０
万
円
で
あ

る
。

　
原
因
は
よ
く
分
か
ら
な

い
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

あ
っ
た
こ
と
で
高
く
な
っ

た
の
は
、
致
し
方
な
い
と

思
う
。

　
直
接
、
交
渉
に
は
入
っ

て
い
な
い
。

　
旧
庁
舎
で
使
用
し
て
い

た
椅
子
や
机
な
ど
を
住
民

等
に
販
売
し
、
自
主
財
源

の
確
保
に
つ
な
げ
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
ま
ず
は
希
望
の
あ
る
出

先
機
関
等
に
移
動
、
譲
渡

を
検
討
す
る
予
定
で
あ

る
。

 

販
売
に
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は
、
新
た
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財
源
確
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い
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観
点

か
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有
効
な
方
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の
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と
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た
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。
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対
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を
迅
速
か

つ
適
切
に
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じ
る
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め
に

も
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危
機
管
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を
担
う
町

役
場
の
感
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対
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は
重
要

だ
。
庁
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、
来
庁
者
、
職

員
へ
の
感
染
対
策
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

　
庁
舎
施
設
に
お
い
て

は
、
24
時
間
換
気
シ
ス
テ

ム
の
稼
働
、
カ
ウ
ン
タ
ー

等
の
消
毒
な
ど
の
基
本
的

対
策
の
ほ
か
、
今
後
は
、

光
触
媒
に
よ
る
抗
菌
・
抗

ウ
イ
ル
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

処
理
、
飛
沫
感
染
防
止
パ

ネ
ル
の
設
置
を
計
画
し
て

い
る
。
来
庁
者
に
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
検
温
、
手

指
消
毒
の
徹
底
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
に
は
、
感

染
等
が
判
明
し
た
後
の
流

れ
や
各
課
の
役
割
分
担
を

明
確
に
示
し
た
「
土
庄
町

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
、
配
布
し

た
。
現
在
は
、
公
務
の
出

張
等
は
全
面
的
に
自
粛
、

私
生
活
の
場
に
お
い
て

も
、
不
要
不
急
の
外
出
や

移
動
自
粛
の
協
力
依
頼
を

し
て
い
る
。

　
先
日
マ
ス
ク
を
配
布
し

て
い
た
が
、
必
要
性
は

あ
っ
た
の
か
。

　
県
よ
り
啓
発
活
動
の
要

請
が
あ
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　
町
長
自
身
が
、
よ
く
数

名
で
外
食
を
し
て
い
る
と

聞
く
が
、
こ
れ
は
事
実

か
。
ま
た
、
複
数
人
と

行
っ
て
申
し
訳
な
い
気
持

ち
は
あ
る
か
。

　
飲
食
店
へ
の
支
援
と
い

う
の
も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
延
長
線
上
の
い
ろ

い
ろ
な
会
議
が
あ
り
、
そ

の
後
、
何
人
か
で
行
っ
た

と
い
う
の
は
事
実
だ
が
、

個
人
的
な
話
な
の
で
、
こ

こ
で
お
話
し
す
る
こ
と
で

な
い
。

　
過
ち
を
認
め
れ
ば
町
民

は
分
か
っ
て
く
れ
る
。
町

民
の
感
情
を
逆
な
で
し
な

い
よ
う
、
今
後
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

一　般　質　問

岡本経治 議員
おか もと けい じ

新庁舎の工事費の増額理由と
備品処分の方針は

問

問

問

問

問

答

総
務
課
長

答

総
務
課
長

答

町
　長

答

町
　長

答

町
　長

答

出
納
室
課
長

職
員
や
庁
舎
の
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
は

意
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　働
く
人
自
ら
が
出
資

し
、
組
合
員
と
し
て
運
営

を
担
う
「
協
同
労
働
」
と

い
う
新
た
な
働
き
方
を
実

現
す
る
「
労
働
者
協
同
組

合
法
」
が
昨
年
12
月
に
可

決
さ
れ
た
。

　こ
れ
に
よ
り
企
業
形
態

に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方

の
選
択
肢
が
増
え
、
地
域

に
と
っ
て
必
要
な
事
業
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
課
題
解
決
や

絆
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

移
住
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
受
け
入
れ
地
域
で
の

仕
事
の
確
保
は
重
要
で
あ

り
、
そ
の
一
助
に
な
る
と

考
え
る
。

　新
し
い
働
き
方
を
生
み

出
し
、
地
域
課
題
の
解
決

に
も
寄
与
す
る
労
働
者
協

同
組
合
に
つ
い
て
の
町
の

認
識
と
今
後
の
対
応
は
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
と
よ
ば
れ
る
事
業
体
が

こ
の
理
念
の
も
と
活
動
し

て
お
り
、
福
祉
や
若
者
支

援
な
ど
、
営
利
企
業
は
手

を
出
し
に
く
い
が
、
地
域

に
と
っ
て
は
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
町
と
し
て
は
、

国
や
県
の
進
め
方
、
考
え

方
を
確
認
し
た
上
で
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　過
去
に
税
金
滞
納
の
件

で
、
納
税
の
証
拠
と
な
る

書
類
の
提
出
に
つ
い
て
、

議
会
で
何
度
も
質
問
さ
れ

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
提
出

し
な
い
の
か
。

　
私
個
人
で
の
税
金
の
滞

納
問
題
は
、
過
去
も
現
在

も
な
い
。
会
社
で
滞
納
が

あ
っ
た
こ
と
と
個
人
は
別

な
の
で
、
区
別
し
て
ほ
し

い
。
証
拠
資
料
は
、
議
会

の
代
表
で
あ
る
議
長
に
見

せ
た
。
議
長
が
議
員
に
も

話
を
す
る
の
で
、
議
長
だ

け
で
十
分
だ
と
い
う
認
識

で
あ
っ
た
。

　
８
年
前
に
会
社
の
社
長

は
辞
め
て
い
る
が
そ
れ
ま

で
税
金
の
滞
納
は
あ
っ

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

道
義
的
責
任
が
あ
る
の
で

報
酬
カ
ッ
ト
で
対
応
し
た
。

　自
己
破
産
さ
え
決
着
し

て
い
な
い
不
名
誉
な
立
場

で
首
長
に
立
候
補
す
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
今
は
審
査
中
で
あ
る
。

　
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
公
正
、
公
平
な
判
断

が
な
か
な
か
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
結
果

的
に
自
己
破
産
の
道
を
選

ん
だ
。

　倫
理
的
、
道
義
的
に
反

し
て
い
る
と
思
う
が
、
町

民
に
対
し
ど
の
よ
う
な
思

い
か
。

　
民
主
主
義
、
公
職
選
挙

法
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
か

ら
町
民
の
皆
さ
ん
の
判
断

を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
業
種
の

方
が
疲
弊
し
て
い
る
。
行

政
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
優

先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
倫
理
的
、
道
義
的
な
部

分
に
つ
い
て
は
、
謙
虚
に

反
省
し
て
い
る
。

鈴木美香 議員
すず き み か

新たな働き方となる
　「労働者協同組合」の
　　　法制化への対応は

問

問

問

問

答
商
工
観
光
課
長

答

町
　長

答

町
　長

答

町
　長

自
己
破
産
も
確
定
し
て
い
な
い

町
長
の
立
候
補
は

一　般　質　問

そ
の
他
の
質
問

・
総
合
福
祉
会
館
か
ら
福
祉
団
体
を
追
い
出
す
よ
う
な
移
転
は
白
紙
撤
回
す
べ
き

・
町
と
し
て
プ
ラ
ゴ
ミ
ゼ
ロ
宣
言
を

　
国
、
県
、
町
は
こ
れ
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ロ
ナ

の
経
済
支
援
を
行
っ
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引

き
、
事
業
者
が
廃
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　
町
長
は
、
今
年
度
の
施

政
方
針
で
経
済
対
策
に
つ

い
て
触
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
私
が
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
「
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
新
年
度
の
様
子
を

見
る
必
要
性
が
あ
る
」
と

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
現
時
点
で
必
要
な
経
済

支
援
と
コ
ロ
ナ
収
束
後
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
経
済

対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

　
新
た
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
実
施
に
伴
う

予
算
を
提
案
し
て
い
る
。

収
束
後
は
、
ア
ニ
メ
を
活

用
し
た
地
元
事
業
者
と
の

コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
や
ア

ウ
ト
ド
ア
に
関
連
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
の
造
成
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

　
飲
食
店
へ
の
時
短
営
業

要
請
が
出
て
い
る
中
、
安

心
し
て
店
に
来
て
い
た
だ

く
た
め
、※

か
が
わ
安
心

飲
食
店
認
証
制
度
を
申
請

中
の
事
業
者
が
あ
る
が
、

県
の
対
応
が
遅
い
。

　
町
が
認
証
を
代
行
で
き

な
い
の
か
。

　
県
に
は
迅
速
な
対
応
を

求
め
て
お
り
、
引
き
続

き
、
飲
食
店
に
は
認
証
制

度
を
周
知
し
て
い
く
。

　
小
豆
島
町
と
連
携
し
た

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
は
。

　
現
在
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
情
報
共
有
し
な

が
ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
は

一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
ど
の
業
界
の
売
り
上
げ

が
減
っ
て
い
る
の
か
。

　
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
昨
年
度
の
中
小
企
業

対
象
の
給
付
金
実
績
か
ら

見
る
と
、
宿
泊
業
、
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
、

卸
売
業
が
大
き
く
影
響
を

受
け
て
い
る
。

　
町
長
は
、
農
業
・
水
産

業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
過
去
、
土
庄
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｔ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確

立
や
６
次
産
業
化
へ
の
支

援
等
に
協
力
し
て
い
く
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
や
包
括
協

定
を
結
ん
で
い
る
大
学
と

連
携
し
て
や
っ
て
い
く
考

え
は
。

　
大
学
に
６
次
産
業
化
に

向
け
て
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

新
商
品
開
発
等
も
お
願
い

し
て
い
る
。
消
費
拡
大
の

観
点
か
ら
小
豆
島
町
と
の

連
携
も
必
要
だ
。

　
庁
舎
内
に
、
コ
ロ
ナ
経

済
支
援
・
相
談
窓
口
の
設

置
の
予
定
は
な
い
の
か
。

　
商
工
会
と
協
議
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
多
く

の
人
出
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
フ
ェ
リ
ー
会
社
、
旅

行
会
社
そ
の
他
交
通
機
関

と
の
感
染
対
策
の
協
議
及

び
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
必
要
で

は
。

　
観
光
協
会
、
船
舶
組

合
、
両
町
で
制
作
し
た
啓

発
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
行
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
徹
底

し
た
い
。

　
感
染
対
策
を
徹
底
し
、

観
光
客
が
安
心
し
て
来
ら

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
、
土
庄
町
の
経
済
の
発

展
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
、

生
活
が
困
難
に
な
る
方
を

出
さ
な
い
た
め
に
も
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
経
済

対
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

※

か
が
わ
安
心
飲
食
店
認
証
制
度

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
対
策
に
取

り
組
む
飲
食
店
で
あ
る
と
県
が
認
証
す
る
制
度
。
認

証
店
に
は
、
認
証
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
、
経
費
補
助

な
ど
が
あ
る
。

一　般　質　問

岡野能之 議員
おか の よし ゆき

コロナ感染症対策による町内経済
への影響と事業者への支援策は

問

問

問

問

問

問

問
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商
工
観
光
課
長

答
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工
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光
課
長

答
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工
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光
課
長

答
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工
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長
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　働
く
人
自
ら
が
出
資

し
、
組
合
員
と
し
て
運
営

を
担
う
「
協
同
労
働
」
と

い
う
新
た
な
働
き
方
を
実

現
す
る
「
労
働
者
協
同
組

合
法
」
が
昨
年
12
月
に
可

決
さ
れ
た
。

　こ
れ
に
よ
り
企
業
形
態

に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方

の
選
択
肢
が
増
え
、
地
域

に
と
っ
て
必
要
な
事
業
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
課
題
解
決
や

絆
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

移
住
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
受
け
入
れ
地
域
で
の

仕
事
の
確
保
は
重
要
で
あ

り
、
そ
の
一
助
に
な
る
と

考
え
る
。

　新
し
い
働
き
方
を
生
み

出
し
、
地
域
課
題
の
解
決

に
も
寄
与
す
る
労
働
者
協

同
組
合
に
つ
い
て
の
町
の

認
識
と
今
後
の
対
応
は
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
と
よ
ば
れ
る
事
業
体
が

こ
の
理
念
の
も
と
活
動
し

て
お
り
、
福
祉
や
若
者
支

援
な
ど
、
営
利
企
業
は
手

を
出
し
に
く
い
が
、
地
域

に
と
っ
て
は
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
町
と
し
て
は
、

国
や
県
の
進
め
方
、
考
え

方
を
確
認
し
た
上
で
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　過
去
に
税
金
滞
納
の
件

で
、
納
税
の
証
拠
と
な
る

書
類
の
提
出
に
つ
い
て
、

議
会
で
何
度
も
質
問
さ
れ

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
提
出

し
な
い
の
か
。

　
私
個
人
で
の
税
金
の
滞

納
問
題
は
、
過
去
も
現
在

も
な
い
。
会
社
で
滞
納
が

あ
っ
た
こ
と
と
個
人
は
別

な
の
で
、
区
別
し
て
ほ
し

い
。
証
拠
資
料
は
、
議
会

の
代
表
で
あ
る
議
長
に
見

せ
た
。
議
長
が
議
員
に
も

話
を
す
る
の
で
、
議
長
だ

け
で
十
分
だ
と
い
う
認
識

で
あ
っ
た
。

　
８
年
前
に
会
社
の
社
長

は
辞
め
て
い
る
が
そ
れ
ま

で
税
金
の
滞
納
は
あ
っ

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

道
義
的
責
任
が
あ
る
の
で

報
酬
カ
ッ
ト
で
対
応
し
た
。

　自
己
破
産
さ
え
決
着
し

て
い
な
い
不
名
誉
な
立
場

で
首
長
に
立
候
補
す
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
今
は
審
査
中
で
あ
る
。

　
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
公
正
、
公
平
な
判
断

が
な
か
な
か
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
結
果

的
に
自
己
破
産
の
道
を
選

ん
だ
。

　倫
理
的
、
道
義
的
に
反

し
て
い
る
と
思
う
が
、
町

民
に
対
し
ど
の
よ
う
な
思

い
か
。

　
民
主
主
義
、
公
職
選
挙

法
に
の
っ
と
り
、
こ
れ
か

ら
町
民
の
皆
さ
ん
の
判
断

を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
業
種
の

方
が
疲
弊
し
て
い
る
。
行

政
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
優

先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
倫
理
的
、
道
義
的
な
部

分
に
つ
い
て
は
、
謙
虚
に

反
省
し
て
い
る
。

鈴木美香 議員
すず き み か
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　　　法制化への対応は
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追
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し
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予
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。
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触
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を
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。
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と
コ
ロ
ナ
収
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に
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経
済
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を
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じ
て
い
る
か
。

　
新
た
に
プ
レ
ミ
ア
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付

商
品
券
事
業
実
施
に
伴
う

予
算
を
提
案
し
て
い
る
。

収
束
後
は
、
ア
ニ
メ
を
活

用
し
た
地
元
事
業
者
と
の

コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
や
ア

ウ
ト
ド
ア
に
関
連
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
の
造
成
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

　
飲
食
店
へ
の
時
短
営
業

要
請
が
出
て
い
る
中
、
安

心
し
て
店
に
来
て
い
た
だ

く
た
め
、※

か
が
わ
安
心

飲
食
店
認
証
制
度
を
申
請

中
の
事
業
者
が
あ
る
が
、

県
の
対
応
が
遅
い
。

　
町
が
認
証
を
代
行
で
き

な
い
の
か
。

　
県
に
は
迅
速
な
対
応
を

求
め
て
お
り
、
引
き
続

き
、
飲
食
店
に
は
認
証
制

度
を
周
知
し
て
い
く
。

　
小
豆
島
町
と
連
携
し
た

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
は
。

　
現
在
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
情
報
共
有
し
な

が
ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
は

一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
ど
の
業
界
の
売
り
上
げ

が
減
っ
て
い
る
の
か
。

　
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
昨
年
度
の
中
小
企
業

対
象
の
給
付
金
実
績
か
ら

見
る
と
、
宿
泊
業
、
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
、

卸
売
業
が
大
き
く
影
響
を

受
け
て
い
る
。

　
町
長
は
、
農
業
・
水
産

業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
過
去
、
土
庄
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｔ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確

立
や
６
次
産
業
化
へ
の
支

援
等
に
協
力
し
て
い
く
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
や
包
括
協

定
を
結
ん
で
い
る
大
学
と

連
携
し
て
や
っ
て
い
く
考

え
は
。

　
大
学
に
６
次
産
業
化
に

向
け
て
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

新
商
品
開
発
等
も
お
願
い

し
て
い
る
。
消
費
拡
大
の

観
点
か
ら
小
豆
島
町
と
の

連
携
も
必
要
だ
。

　
庁
舎
内
に
、
コ
ロ
ナ
経

済
支
援
・
相
談
窓
口
の
設

置
の
予
定
は
な
い
の
か
。

　
商
工
会
と
協
議
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
多
く

の
人
出
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
フ
ェ
リ
ー
会
社
、
旅

行
会
社
そ
の
他
交
通
機
関

と
の
感
染
対
策
の
協
議
及

び
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
必
要
で

は
。

　
観
光
協
会
、
船
舶
組

合
、
両
町
で
制
作
し
た
啓

発
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
行
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
徹
底

し
た
い
。

　
感
染
対
策
を
徹
底
し
、

観
光
客
が
安
心
し
て
来
ら

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
、
土
庄
町
の
経
済
の
発

展
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
、

生
活
が
困
難
に
な
る
方
を

出
さ
な
い
た
め
に
も
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
経
済

対
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。
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か
が
わ
安
心
飲
食
店
認
証
制
度

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
対
策
に
取

り
組
む
飲
食
店
で
あ
る
と
県
が
認
証
す
る
制
度
。
認

証
店
に
は
、
認
証
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
、
経
費
補
助

な
ど
が
あ
る
。
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への影響と事業者への支援策は

問

問

問

問

問

問

問

答
商
工
観
光
課
長

答
商
工
観
光
課
長

答
商
工
観
光
課
長

答
商
工
観
光
課
長

答

町
　長

答
商
工
観
光
課
長

答
商
工
観
光
課
長

意



とのしょうとのしょう議会だより議会だより12 No.86

総合福祉会館でボランティア活動

　後
期
高
齢
者
の
人
間

ド
ッ
ク
補
助
が
、
廃
止
さ

れ
て
い
る
。
復
活
を
望
む

声
が
あ
る
が
、
疾
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
観

点
か
ら
も
助
成
制
度
を
復

活
さ
せ
る
べ
き
。

　
国
の
補
助
が
廃
止
さ

れ
、
事
業
を
継
続
す
る
場

合
は
、
町
の
単
独
事
業
で

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
後
期
高
齢
者
の
人
間

ド
ッ
ク
事
業
は
終
了
す
る

こ
と
と
し
た
が
、
町
で

は
、
後
期
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
等
の
一

体
的
実
施
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

　　国
保
、
後
期
高
齢
被
保

険
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診

率
は
。

　
国
保
が
２
％
、
後
期
高

齢
が
０
・
７
％
程
度
で
あ

る
。
病
院
の
受
け
入
れ
人

数
に
も
限
り
が
あ
り
、
希

望
者
全
員
が
受
診
で
き
な

い
の
が
実
情
。

　脆
弱
な
医
療
体
制
の
島

で
は
、
島
民
一
人
ひ
と
り

の
健
康
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
、
わ
が
身

を
守
り
、
家
族
を
守
り
、

島
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
る
。
小
豆
島
中
央

病
院
健
康
管
理
室
の
充
実

を
支
援
し
、
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
数
を
増
や
し
て
い

く
施
策
を
行
う
べ
き
。
町

の
考
え
は
。

　
人
間
ド
ッ
ク
も
含
め
て

健
康
診
療
に
つ
い
て
両
町

で
支
援
を
続
け
て
い
く
。

　わ
が
町
の
社
会
福
祉
の

拠
点
で
あ
っ
た
総
合
福
祉

会
館
が
商
工
会
に
貸
し
出

さ
れ
た
。
活
動
拠
点
を
失

う
こ
と
は
、
明
ら
か
な
福

祉
政
策
の
軽
視
で
あ
り
後

退
で
あ
る
。

　町
長
の
社
会
福
祉
施
策

に
つ
い
て
の
見
識
を
問
う
。

　
町
の
施
策
の
中
で
大
事

な
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　な
ぜ
、
総
合
福
祉
会
館

を
商
工
会
に
貸
し
出
し
、

利
用
者
が
他
の
施
設
の
貸

館
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

　
公
民
館
で
あ
れ
ば
、
便

利
に
な
る
と
判
断
し
た
。

担
当
課
の
ほ
う
か
ら
細
か

い
話
が
な
か
っ
た
の
で
ま

さ
か
と
い
う
気
持
ち
だ
。

　町
長
の
そ
う
い
う
考
え

や
姿
勢
が
職
員
の
町
民
に

対
す
る
対
応
に
表
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
社
会

福
祉
を
は
じ
め
、
全
て
の

基
本
は
人
づ
く
り
に
あ
る
。

「
感
謝
の
心
と
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
力
」
そ
の
活
動
拠

点
を
行
政
が
奪
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　新
庁
舎
周
辺
の
既
存
施

設
を
活
用
し
た
社
会
福
祉

拠
点
の
整
備
の
考
え
は
。

　
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
点
が
出
て
く
れ
ば
、
こ

の
周
り
で
の
整
備
も
必
要

と
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　議
会
に
お
け
る
町
長
の

発
言
は
非
常
に
重
い
。
町

民
は
期
待
を
す
る
し
、
整

備
に
つ
い
て
の
理
解
も
得

ら
れ
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
進

め
て
ほ
し
い
。

三木俊明 議員
み き とし あき

人間ドック助成の拡充施策で
　疾病の早期発見・早期治療を
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問問
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康
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祉
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健
康
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祉
課
長
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　長

答

町
　長

新
た
な
社
会
福
祉
の
拠
点
づ
く
り
を

そ
の
他
の
質
問

・
不
燃
ご
み
最
終
処
分
場
計
画
の
経
過
報
告
を

答

町
　長

意

答

町
　長

一　般　質　問

土庄第二体育館

ゴミ収集車

　
現
在
、
町
有
施
設
は
、

感
染
者
の
発
生
状
況
に
よ

り
使
用
停
止
と
な
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
コ

ロ
ナ
の
知
識
や
対
策
等
の

情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て

い
る
中
、
当
初
の
ま
ま
の

対
応
で
は
お
か
し
い
。

　
特
に
子
ど
も
に
関
す
る

こ
と
や
公
共
に
関
わ
る
団

体
な
ど
、
生
活
の
中
で
必

要
と
さ
れ
る
活
動
に
は
、

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
柔

軟
な
対
応
を
講
じ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の

方
針
は
。

　
国
、
県
及
び
町
の
方
針

に
従
い
、
住
民
の
安
心
と

安
全
を
最
優
先
に
考
慮
し

て
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
み
、
こ
れ
ま
で
と
は
状

況
が
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
住
民
生
活
へ
の
影
響

等
も
考
え
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

　
今
後
は
、
一
律
で
は
な

く
、
そ
の
都
度
、
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
し
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
、
支
援
を
し
て
い
く
方

向
で
検
討
す
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
等
も
状
況
を

説
明
し
な
が
ら
、
指
針
を

出
し
て
い
く
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
む

中
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

に
つ
い
て
は
、※

Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ａ
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗

原
検
査
等
を
活
用
し
、
で

き
る
だ
け
可
能
性
を
探
り

な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

　
離
島
で
あ
る
こ
と
は
、

感
染
対
策
に
は
強
み
で
あ

る
。

　
町
有
施
設
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
島
内
で
の
感
染

状
況
等
を
鑑
み
て
、
で
き

る
だ
け
早
く
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
条
件
を
検
討
し
、
進
め

て
い
き
た
い
。

　
先
日
、
新
た
な
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
許
可
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
許
可
の
基
準
や
要
件
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
地
元

へ
の
悪
影
響
が
な
い
よ
う

慎
重
な
判
断
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
す
る
の
か
。

　
一
般
廃
棄
物
ま
た
は
運

搬
業
の
許
可
の
要
件
は
、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
7
条
第

10
項
に
規
定
し
て
い
る
。

　
申
請
の
あ
っ
た
業
者

は
、
要
件
・
基
準
は
満
た

し
て
い
る
が
、
過
去
の
判

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

町
の
委
託
業
務
の
増
加
や

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
飲
食
店

の
需
要
増
加
に
よ
り
、
既

存
業
者
で
の
事
業
所
の
収

集
が
滞
る
場
合
に
は
、
新

た
な
営
業
許
可
を
検
討
す

る
。

　
ま
だ
町
に
お
い
て
一

部
、
収
集
業
務
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
民
間
へ
移

管
す
る
と
い
う
こ
と
で
計

画
を
進
め
て
い
る
。

　
現
状
を
十
分
精
査
し
、

全
体
的
な
こ
と
を
調
べ
て

判
断
す
る
。

※

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ（
コ
コ
ア
）

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
接
触
確
認
ア
プ

リ
」
の
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
て
、
コ
ロ
ナ
陽
性
者

と
接
触
し
た
可
能
性
に

つ
い
て
、
通
知
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○厚生労働省

一　般　質　問

コロナ禍における町有施設の
使用制限と今後の町の方針は
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生
涯
学
習
課
長
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商
工
観
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住
民
環
境
課
長

答
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　長
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廃
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中
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健
康
管
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の
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し
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を
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や
し
て
い

く
施
策
を
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の
中
で
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事
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一
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が
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の
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の
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で
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し
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な
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の
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で
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、
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利
に
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る
と
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た
。
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課
の
ほ
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ら
細
か

い
話
が
な
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た
の
で
ま
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か
と
い
う
気
持
ち
だ
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長
の
そ
う
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う
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え

や
姿
勢
が
職
員
の
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民
に

対
す
る
対
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に
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て
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の
で
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な
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か
。
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福
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を
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、
全
て
の
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は
人
づ
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に
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る
。
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謝
の
心
と
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
力
」
そ
の
活
動
拠

点
を
行
政
が
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っ
て
は
な

ら
な
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　新
庁
舎
周
辺
の
既
存
施

設
を
活
用
し
た
社
会
福
祉

拠
点
の
整
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の
考
え
は
。

　
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
点
が
出
て
く
れ
ば
、
こ

の
周
り
で
の
整
備
も
必
要

と
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　議
会
に
お
け
る
町
長
の

発
言
は
非
常
に
重
い
。
町

民
は
期
待
を
す
る
し
、
整

備
に
つ
い
て
の
理
解
も
得

ら
れ
る
と
思
う
。
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進
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し
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。
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者
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に
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と
な
る
。
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知
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き
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る
中
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当
初
の
ま
ま
の

対
応
で
は
お
か
し
い
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特
に
子
ど
も
に
関
す
る

こ
と
や
公
共
に
関
わ
る
団

体
な
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、
生
活
の
中
で
必
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と
さ
れ
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活
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に
は
、

ケ
ー
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バ
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で
柔
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な
対
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を
講
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べ
き

だ
と
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が
、
今
後
の

方
針
は
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、
県
及
び
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に
従
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、
住
民
の
安
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と
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を
最
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先
に
考
慮
し

て
対
策
を
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き
た
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在
は
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ク
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が

進
み
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ま
で
と
は
状
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が
変
わ
っ
て
き
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お

り
、
住
民
生
活
へ
の
影
響

等
も
考
え
な
が
ら
対
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し

て
い
く
。

　
今
後
は
、
一
律
で
は
な
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そ
の
都
度
、
ケ
ー
ス

バ
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で
判
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な

が
ら
子
ど
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た
ち
を
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守

り
、
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を
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イ
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ト
等
も
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な
が
ら
、
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を
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く
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期
に
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て
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る
の
で
は
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い
か
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ン
接
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も
進
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中
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を
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る
だ
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可
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性
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が
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い
く
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離
島
で
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こ
と
は
、

感
染
対
策
に
は
強
み
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あ

る
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町
有
施
設
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
島
内
で
の
感
染

状
況
等
を
鑑
み
て
、
で
き

る
だ
け
早
く
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
条
件
を
検
討
し
、
進
め

て
い
き
た
い
。

　
先
日
、
新
た
な
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
許
可
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
許
可
の
基
準
や
要
件
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
地
元

へ
の
悪
影
響
が
な
い
よ
う

慎
重
な
判
断
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対
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を
す
る
の
か
。

　
一
般
廃
棄
物
ま
た
は
運
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業
の
許
可
の
要
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は
、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
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掃

に
関
す
る
法
律
第
7
条
第
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に
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定
し
て
い
る
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申
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の
あ
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た
業
者

は
、
要
件
・
基
準
は
満
た

し
て
い
る
が
、
過
去
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判

例
も
参
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に
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な
が
ら
、

町
の
委
託
業
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の
増
加
や
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後
の
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の
需
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に
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、
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で
の
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が
滞
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場
合
に
は
、
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た
な
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業
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ま
だ
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に
お
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て
一

部
、
収
集
業
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を
行
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て
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る
が
、
今
後
民
間
へ
移

管
す
る
と
い
う
こ
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で
計

画
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進
め
て
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。

　
現
状
を
十
分
精
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全
体
的
な
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と
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て
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。
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「
新
型
コ
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ナ
ウ
イ

ル
ス
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触
確
認
ア
プ

リ
」
の
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
て
、
コ
ロ
ナ
陽
性
者

と
接
触
し
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可
能
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に
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、
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ま
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。
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使用制限と今後の町の方針は

問

問

意

問

答
生
涯
学
習
課
長

答
商
工
観
光
課
長

答

教
育
長

答
住
民
環
境
課
長

答

町
　長

一
般
廃
棄
物
収
集

　運
搬
許
可
の
基
準
は

濵野良一 議員
はま の りょういち

答

教
育
長
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連
日
、
防
災
無
線
で
町

長
の
流
暢
な
録
音
の
声
が

聞
こ
え
る
。
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
期
間
に
町
民
に

安
心
し
て
い
た
だ
く
た
め

無
線
を
活
用
す
る
の
は
理

解
で
き
る
。
た
だ
、
12
月

に
選
挙
を
控
え
た
今
、

「
防
災
無
線
で
の
録
音
放

送
」
は
「
町
内
有
権
者
全

世
帯
（
約
４
０
０
０
世

帯
）
に
向
け
、
朝
・
昼
・

晩
、
声
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
、
最
高
の
政
治
活

動
」
に
な
り
え
る
。
何
千

万
円
レ
ベ
ル
の
広
告
費
が

必
要
な
方
法
だ
。
現
職
の

公
的
立
場
を
利
用
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
側
面
が

あ
る
。

　
放
送
が
「
録
音
」
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な

い
町
民
も
多
い
。
選
挙
の

た
め
と
い
う
意
図
は
当
然

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
８
月
半
ば
か
ら
感
染
者

が
増
え
た
の
で
、
注
意
喚

起
の
た
め
、
放
送
し
た
。

そ
う
い
う
意
図
は
全
く
な

い
。

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
際

に
届
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

「
町
長
三
枝
邦
彦
よ
り
」

で
は
な
く
、
本
来
「
土
庄

町
よ
り
」
で
よ
い
は
ず
。

三
枝
氏
は
町
の
代
表
者
だ

が
、
政
治
家
で
も
あ
る
の

で
、
「
有
権
者
へ
の
物
品

供
与
」
に
あ
た
る
。

　
公
職
選
挙
法
で
も
「
公

務
員
等
の
地
位
利
用
に
よ

る
選
挙
運
動
の
禁
止
」
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
特
別

職
で
あ
る
町
長
と
し
て
地

位
を
利
用
し
た
こ
と
に
な

る
の
で
、
「
差
し
控
え
る

べ
き
」
と
他
市
町
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
も
見
解
が

出
て
い
る
。
町
長
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
際

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
令
和
２

年
７
月
に
終
了
し
て
い
る

が
、
そ
う
い
う
こ
と
に
触

れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、

コ
ー
プ
か
が
わ
さ
ん
と
提

携
し
て
、
子
ど
も
が
喜
ぶ

物
を
送
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

　
敬
老
会
の
祝
い
金
、
お

祭
り
な
ど
有
権
者
に
対
し

「
町
長
　
三
枝
邦
彦
」
名

義
で
、
物
品
を
配
布
し
て

い
た
こ
と
も
あ
る
。
選
挙

に
出
馬
さ
れ
る
な
ら
納
税

証
明
書
や
交
際
費
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
公

正
な
選
挙
を
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　
今
年
８
月
に
実
施
し
た

町
政
報
告
会
も
、
自
治
会

長
等
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど

の
町
民
に
は
知
ら
さ
れ
な

か
っ
た
。
町
長
と
後
援
会

長
の
県
議
と
二
人
で
、
職

員
を
率
い
て
の
町
政
報
告

は
、
町
職
員
に
協
力
さ
せ

て
の
政
治
活
動
で
は
。

　
た
ぶ
ん
う
が
っ
た
見
方

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
人

数
制
限
し
た
だ
け
で
、
そ

う
い
う
意
図
は
な
い
。

　
町
長
に
陳
情
を
あ
げ
る

立
場
、
か
つ
地
域
に
影
響

力
の
あ
る
自
治
会
長
だ
け

を
集
め
て
、
一
般
の
方
は

参
加
で
き
な
か
っ
た
。
以

前
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の

検
討
を
提
案
し
た
が
、
今

回
も
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
る
に

は
設
備
が
必
要
。
今
後
の

課
題
だ
。

一　般　質　問

町長は選挙に向けて
公的立場を利用し過ぎでは

問

問

問

問

答

町
　長

答

町
　長

茂木邦夫 議員
もて き くに お

答

町
　長

答

町
　長そ

の
他
の
質
問

・
豊
島
救
急
搬
送
体
制
と
消
防
団
活
動
の
改
善
を

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た

　
取
り
組
み
を

　
三
枝
町
長
は
現
在
、

「
借
金
返
済
が
で
き
な

い
」
と
い
う
理
由
で
自
己

破
産
を
申
請
し
て
い
る
。

し
か
し
、
選
挙
に
出
る
に

は
、
供
託
金
50
万
円
を
は

じ
め
、
政
治
資
金
が
必
要

だ
。
そ
の
お
金
が
あ
る
な

ら
、
ま
ず
債
権
者
に
返
済

す
る
の
が
、
公
人
、
町
長

を
目
指
す
人
の
社
会
的
責

任
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　個
人
的
な
話
な
の
で
、

答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

　
返
済
す
る
お
金
が
な
い

の
に
、
選
挙
費
用
を
ど
こ

か
ら
調
達
す
る
の
か
。

　個
人
的
な
こ
と
な
の
で

答
弁
は
控
え
る
。

　
町
長
選
挙
へ
の
立
候
補

は
、
個
人
的
な
こ
と
で
は

済
ま
な
い
。
自
己
破
産
す

る
人
に
、
金
融
機
関
は
お

金
を
貸
さ
な
い
の
で
、
借

入
先
は
別
に
な
る
。
例
え

ば
、
公
共
事
業
受
注
会
社

か
ら
お
金
を
借
り
れ
ば
、

違
法
だ
。
政
治
資
金
の
動

き
を
説
明
で
き
な
け
れ
ば

疑
惑
が
出
て
く
る
。
き
ち

ん
と
住
民
に
説
明
す
る
べ

き
だ
。

　一
般
質
問
の
場
で
言
う

べ
き
問
題
で
は
な
い
。

　
町
は
、
直
島
で
不
要
に

な
っ
た
浮
桟
橋
の
半
分
を

県
か
ら
も
ら
い
受
け
、
唐

櫃
漁
港
に
設
置
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
①
桟
橋
は
地
元
漁
協
の

要
望
か
。
②
漁
協
に
許
可

を
得
た
の
か
。
ま
た
そ
の

際
、
漁
業
者
に
「
た
だ
で

取
り
付
け
る
」
と
い
う
話

を
し
た
の
か
。

　①
地
元
漁
協
か
ら
の
要

望
で
は
な
い
。
瀬
戸
芸
の

開
催
時
に
は
多
く
の
ビ
ジ

タ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
依
頼

が
あ
る
が
、
係
船
場
所
の

防
波
堤
は
、
干
潮
時
に
海

面
と
の
高
低
差
が
大
き

く
、
乗
降
が
危
険
で
あ

り
、
改
善
の
た
め
だ
。

　②
「
た
だ
で
取
り
付
け

る
」
と
い
う
話
は
し
て
な

い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
予
算
を
最

優
先
す
べ
き
と
き
に
、
ビ

ジ
タ
ー
ボ
ー
ト
で
訪
れ
る

観
光
客
向
け
に
１
５
３
０

万
円
の
町
単
独
予
算
を
投

じ
る
こ
と
に
は
、
疑
問
が

あ
る
。

　
①
来
年
の
瀬
戸
芸
開
催

時
に
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し

て
い
る
見
通
し
を
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
示
せ
。

②
ビ
ジ
タ
ー
ボ
ー
ト
で
豊

島
に
来
る
観
光
客
の
コ
ロ

ナ
感
染
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

は
③
金
額
は
ど
こ
の
業
者

が
見
積
も
っ
た
の
か
。
④

工
事
請
負
業
者
の
選
定
方

法
は
。

　
①
コ
ロ
ナ
の
状
況
の
判

断
に
つ
い
て
は
で
き
な

い
。
②
今
現
在
も
で
き
て

い
な
い
し
、
浮
桟
橋
設
置

後
も
で
き
な
い
。
③
専
門

業
者
に
依
頼
し
た
部
分
と

町
の
歩
が
か
り
に
よ
り
算

出
し
た
部
分
が
あ
る
。
④

町
の
指
名
審
査
委
員
会
で

選
定
す
る
。

　
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、

計
画
を
知
ら
ず
、
漁
業
者

か
ら
の
要
望
も
な
い
な
ど

住
民
が
置
き
去
り
に
な
っ

て
い
る
。

　
地
元
漁
師
か
ら
は
、
桟

橋
の
設
置
場
所
が
生
活
の

障
害
に
な
る
の
で
は
と
不

安
の
声
が
あ
る
。
そ
う
し

た
声
を
き
ち
ん
と
整
理

し
、
議
論
す
る
こ
と
が
重

要
。
現
時
点
で
の
予
算
化

は
中
止
す
べ
き
だ
。

三枝邦彦氏の次期町長選挙立候補に
ついて、政治資金の動きを問う

問問

答

町
　長

問

問

答

町
　
　長

答
農
林
水
産
課
長

唐
櫃
漁
港
の
浮
桟
橋
設
置
事
業
は

中
止
す
べ
き

福本耕太 議員
ふく もと こう た

答

町
　
　長

問

答
農
林
水
産
課
長

意
ぶ

そ
の
他
の
質
問

・
ま
ん
延
防
止
の
あ
り
方
は
、
住
民
生
活
へ
の
影
響
が
小

　
さ
く
な
る
方
法
を
考
え
る
べ
き

一　般　質　問
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だ
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に
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で
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の
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済
ま
な
い
。
自
己
破
産
す

る
人
に
、
金
融
機
関
は
お

金
を
貸
さ
な
い
の
で
、
借

入
先
は
別
に
な
る
。
例
え

ば
、
公
共
事
業
受
注
会
社

か
ら
お
金
を
借
り
れ
ば
、

違
法
だ
。
政
治
資
金
の
動

き
を
説
明
で
き
な
け
れ
ば

疑
惑
が
出
て
く
る
。
き
ち

ん
と
住
民
に
説
明
す
る
べ

き
だ
。

　一
般
質
問
の
場
で
言
う

べ
き
問
題
で
は
な
い
。

　
町
は
、
直
島
で
不
要
に

な
っ
た
浮
桟
橋
の
半
分
を

県
か
ら
も
ら
い
受
け
、
唐

櫃
漁
港
に
設
置
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
①
桟
橋
は
地
元
漁
協
の

要
望
か
。
②
漁
協
に
許
可

を
得
た
の
か
。
ま
た
そ
の

際
、
漁
業
者
に
「
た
だ
で

取
り
付
け
る
」
と
い
う
話

を
し
た
の
か
。

　①
地
元
漁
協
か
ら
の
要

望
で
は
な
い
。
瀬
戸
芸
の

開
催
時
に
は
多
く
の
ビ
ジ

タ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
依
頼

が
あ
る
が
、
係
船
場
所
の

防
波
堤
は
、
干
潮
時
に
海

面
と
の
高
低
差
が
大
き

く
、
乗
降
が
危
険
で
あ

り
、
改
善
の
た
め
だ
。

　②
「
た
だ
で
取
り
付
け

る
」
と
い
う
話
は
し
て
な

い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
予
算
を
最

優
先
す
べ
き
と
き
に
、
ビ

ジ
タ
ー
ボ
ー
ト
で
訪
れ
る

観
光
客
向
け
に
１
５
３
０

万
円
の
町
単
独
予
算
を
投

じ
る
こ
と
に
は
、
疑
問
が

あ
る
。

　
①
来
年
の
瀬
戸
芸
開
催

時
に
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し

て
い
る
見
通
し
を
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
示
せ
。

②
ビ
ジ
タ
ー
ボ
ー
ト
で
豊

島
に
来
る
観
光
客
の
コ
ロ

ナ
感
染
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

は
③
金
額
は
ど
こ
の
業
者

が
見
積
も
っ
た
の
か
。
④

工
事
請
負
業
者
の
選
定
方

法
は
。

　
①
コ
ロ
ナ
の
状
況
の
判

断
に
つ
い
て
は
で
き
な

い
。
②
今
現
在
も
で
き
て

い
な
い
し
、
浮
桟
橋
設
置

後
も
で
き
な
い
。
③
専
門

業
者
に
依
頼
し
た
部
分
と

町
の
歩
が
か
り
に
よ
り
算

出
し
た
部
分
が
あ
る
。
④

町
の
指
名
審
査
委
員
会
で

選
定
す
る
。

　
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、

計
画
を
知
ら
ず
、
漁
業
者

か
ら
の
要
望
も
な
い
な
ど

住
民
が
置
き
去
り
に
な
っ

て
い
る
。

　
地
元
漁
師
か
ら
は
、
桟

橋
の
設
置
場
所
が
生
活
の

障
害
に
な
る
の
で
は
と
不

安
の
声
が
あ
る
。
そ
う
し

た
声
を
き
ち
ん
と
整
理

し
、
議
論
す
る
こ
と
が
重

要
。
現
時
点
で
の
予
算
化

は
中
止
す
べ
き
だ
。

三枝邦彦氏の次期町長選挙立候補に
ついて、政治資金の動きを問う

問問

答

町
　長

問

問

答

町
　
　長

答
農
林
水
産
課
長

唐
櫃
漁
港
の
浮
桟
橋
設
置
事
業
は

中
止
す
べ
き

福本耕太 議員
ふく もと こう た

答

町
　
　長

問

答
農
林
水
産
課
長

意
ぶ

そ
の
他
の
質
問

・
ま
ん
延
防
止
の
あ
り
方
は
、
住
民
生
活
へ
の
影
響
が
小

　
さ
く
な
る
方
法
を
考
え
る
べ
き

一　般　質　問



16

議会を傍聴して
みませんか？

次回定例会は11月下旬の
予定です。

　議会だよりについて、良い
点、悪い点など、皆さまのご意
見をお聞かせください。
FAX（0879）62-8303

場所：土庄町役場４階　議場
詳しくは議会事務局へ
☎（0879）62-7011

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

本
来
な
ら
秋
祭
り
や
紅
葉
の

季
節
で
賑
わ
う
頃
で
あ
り
ま
す

が
、
平
常
に
戻
る
に
は
も
う
少

し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

９
月
議
会
も
感
染
症
対
策
を

取
り
な
が
ら
、
新
庁
舎
で
の
初

め
て
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
で
は
議
場
ロ
ビ
ー
に
設

置
し
た
モ
ニ
タ
ー
で
視
聴
す
る

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

年
末
に
は
、
土
庄
町
の
将

来
・
方
向
を
決
め
る
重
要
な
町

長
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
の
意
思
表
示
を
す
る
場

で
あ
り
ま
す
。
期
日
前
投
票
も

利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

《
濵
野
良
一
　記
》

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
茂
木
　
邦
夫

委
　
　
員
　
　
三
木
　
俊
明

委
　
　
員
　
　
濵
野
　
良
一

委
　
　
員
　
　
福
本
　
耕
太

委
　
　
員
　
　
木
場
　
隆
司

委
　
　
員
　
　
髙
橋
　
正
博

Ｑ 

Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け

は
。

Ａ
　
島
外
で
就
職
し
、サ
ッ

カ
ー
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

時
期
に
、指
導
者
と
し
て
、

生
ま
れ
育
っ
た
小
豆
島
で
サ

ッ
カ
ー
を
教
え
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、知
人

を
通
じ
て
小
豆
島
ス
ポ
ー

テ
ィ
ー
ズ
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ア
カ
デ
ミ
ーBolam

igo

（
ボ
ラ
ミ
ー
ゴ
）に
関
わ
り
、

そ
の
後
、地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
島
に
戻
り
ま
し

た
。

Ｑ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
の
活
動
内
容
は
。

Ａ
　
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
子
ど

も
た
ち
の
交
流
を
主
と
し

て
い
ま
し
た
。

　
島
内
外
か
ら
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
を
招
い
て
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、

合
宿
の
誘
致
、現
役・元
プ

ロ
選
手
に
よ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
開
催
や
、元
日
本
代
表
監

督
の
岡
田
氏
に
講
演
し
て

い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
島
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
事
業
や
、シ
マ
ア

ソ
ビ
と
い
う
団
体
を
立
ち

上
げ
、地
元
の
小
部
で
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
協
力
隊
の
任
期
を
終

え
、現
在
の
活
動
は
。

Ａ
　Bolam

igo

で
、サ
ッ

カ
ー
の
指
導
や
、シ
マ
ア
ソ

ビ
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
の
目
標
は
。

Ａ
　
サ
ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を

広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
指
導

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
だ
け
で

は
な
く
、交
流
事
業
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
う
の
は
、若

い
頃
か
ら
島
外
の
こ
と
に

触
れ
、考
え
方
の
幅
を
広
げ

て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。「
島

や
か
ら
」と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

な
る
の
で
は
な
く
、子
ど
も

た
ち
に
は
、島
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
を
考
え
、島
を
誇
り

に
思
い
、交
流
を
広
げ
て
大

き
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
　
町
や
議
会
に
対
す
る

要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
　
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ガ

の
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に
、

芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、プ
ロ
の
選
手
を
招

い
た
り
、プ
ロ
選
手
の
シ
ー

ズ
ン
オ
フ
の
キ
ャ
ン
プ
地
と

し
て
宣
伝
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
、子
ど
も
た
ち
と

プ
ロ
が
触
れ
合
う
機
会
を

つ
く
っ
た
り
、島
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
お
話
の
中
で
、子
ど
も

た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
活

動
す
る
藤
田
さ
ん
の
熱
い

想
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
藤
田
さ
ん
が
掲
げ
る

　「
島
や
け
ど
世
界
レ
ベ

ル
」の
言
葉
ど
お
り
、今

後
も
小
豆
島
を
盛
り
上

げ
、活
躍
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

元気印元気印
まちのまちの

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
Ｕ
タ
ー
ン

ふ
じ
　
　
た
　
　
と
も
　
　
み

藤
　
田
　
智
　光
　さん

日程等は町ホームページ
で11月中旬頃に
お知らせします。

ヒアリング
ループマーク

　
今
回
は
、
２
０
１
８
年

５
月
か
ら
２
０
２
１
年
４

月
ま
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
た
活
動
等
に
尽
力
さ

れ
た
藤
田
智
光
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
藤
田
さ
ん
は
小
さ
い
頃

か
ら
サ
ッ
カ
ー
に
熱
中

し
、
県
選
抜
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
中
学
校
卒
業
後
に

島
を
離
れ
、
島
外
で
就
職

し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｕ
タ

ー
ン
し
、
小
豆
島
へ
戻
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

元プロの選手から指導を受ける子どもたち

とのしょうとのしょう議会だより議会だより No.86


